
大
変
寒
か
っ
た
12
月
28
日
㈮
、

午
後
６
時
よ
り
少
年
消
防
ク
ラ

ブ
員
７
人
と
育
成
会
役
員
８
人

の
計
15
人
が
参
加
し
て
夜
回
り

を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
前
に
出
発
式
を
行
い
、

ま
ず
、
普
門
会
長
よ
り
挨
拶
が

あ
り
、
続
い
て
西
消
防
署
の
白

石
副
署
長
と
白
石
分
団
赤
井
分

団
長
か
ら
挨
拶
、
そ
の
後
、
子

ど
も
達
は
普
門
会
長
よ
り
夜
回

り
の
仕
方
を
教
わ
り
、
赤
井
直

泰
さ
ん
と
熊
代
剛
さ
ん
の
先
導

で
夜
回
り
に
出
発
し
ま
し
た
。

き
き
ょ
う
公
園
を
出
発
し
た

子
ど
も
達
は
き
き
ょ
う
町
→
あ

か
ね
町
→
本
町
→
あ
か
ね
町
→

き
き
ょ
う
町
→
み
ど
り
町
と
周

り
、
約
40
分
で
き
き
ょ
う
公
園

に
到
着
し
ま
し
た
。
夜
回
り
途

中
で
は
、
拍
子
木
を
叩
き
、
大

き
な
声
で
「
火
の
用
心
」
を
町

民
に
訴
え
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
少
年
消
防
ク
ラ

ブ
の
子
ど
も
達
を
始
め
、
先
導

し
て
い
た
だ
い
た
赤
井
直
泰
さ

ん
、
熊
代
剛
さ
ん
、
そ
し
て
、

育
成
会
役
員
の
皆
さ
ん
、
寒
い

中
、
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

年
末
夜
警
は
12
月
28
日
㈮
か

ら
30
日
㈰
ま
で
の
三
日
間
、
延

べ
63
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

夜
警
は
、
午
後
９
時
頃
、
三
々

五
々
集
会
所
に
集
合
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
先
立
ち
、
婦
人
部
の
方

は
ぜ
ん
ざ
い
な
ど
の
夜
食
の
準

備
、
町
内
会
三
役
は
机
の
配
置
、

板
野
吉
浩
さ
ん
に
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の

準
備
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
の
度
は
７
月
豪
雨
災
害
の

写
真
を
楠
木
副
会
長
が
編
集
し

た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
鑑
賞
し
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
し

ば
ら
く
く
つ
ろ
い
だ
後
、
夜
行

タ
ス
キ
、
防
犯
帽
子
、
暖
か
い

服
装
で
午
後
10
時
頃
か
ら
２
班

に
分
か
れ
て
、
夜
回
り
に
出
発

し
ま
し
た
。

巡
回
の
途
中
は
、
拍
子
木
を

打
ち
、
大
き
な
声
で
「
戸
締
ま

り
用
心
、
火
の
用
心
」
を
町
民

に
訴
え
て
回
り
ま
し
た
。
途
中

で
、
「
ご
苦
労
様
」
と
声
を

か
け
て
く
れ
た
町
内
の
方
も
お

ら
れ
ま
し
た
。

町
内
を
一
巡
し
、
集
会
所
に

到
着
後
は
、
婦
人
部
の
方
が
作
っ

た
温
か
い
「
ぜ
ん
ざ
い
」
や

「
コ
ー
ヒ
ー
」
を
美
味
し
く

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
待
機
中
は
ミ
カ
ン
や

お
菓
子
な
ど
を
食
べ
な
が
ら
、

お
互
い
に
雑
談
し
た
り
、
映
画

を
見
た
り
、
花
尻
の
50
年
前
の

航
空
写
真
と
現
在
の
写
真
を
見

比
べ
た
り
し
な
が
ら
有
意
義
な

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
午
前

０
時
頃
に
、
後
片
づ
け
を
し
、

帰
り
道
は
、
巡
回
を
し
な
が
ら

家
路
に
向
か
い
ま
し
た
。

夜
警
期
間
中
に
逢
沢
一
郎
衆

議
院
議
員
、
波
多
洋
治
県
議
と

高
原
俊
彦
県
議
が
激
励
に
訪
れ
、

参
加
さ
れ
て
い
る
方
々
と
親
し

く
雑
談
し
て
い
ま
し
た
。

婦
人
部
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、

各
団
体
の
役
員
の
皆
さ
ん
、
寒

い
中
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。
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町
内
新
聞

花尻 子
ど
も
達
は
元
気
に
夜
回
り
を
行
う

映
画
を
見
た
り
雑
談
を
行
う

夜
警
参
加
者
の
皆
さ
ん

一部 50円
年間 500円
送料 100円
年間 1,000円

発
行
責
任
者

普
門
茂
之

編
集
責
任
者

楠
木
忠
司

寒
い
中

年
末
夜
警
に
延
べ
63
人
が
参
加
！

白
石
消
防
団
の
皆

さ
ん
、
年
末
夜
警
ご

苦
労
様
で
し
た
。

年
末
夜
警
の
初
日

12
月
28
日
に
は
、
花

尻
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

の
夜
回
り
出
発
式
へ

の
参
加
、
午
後
６
時

40
分
に
巡
視
に
来
ら

れ
た
東
山
岡
山
市
消

防
局
長
の
出
迎
え
、

そ
し
て
、
夜
警
を
行
っ

て
い
る
各
町
内
会
へ

の
挨
拶
回
り
と
分
団

エ
リ
ア
内
を
巡
視
等
々

大
変
ご
苦
労
様
で
し

た
。
今
年
も
防
火
・

防
災
活
動
に
ご
尽
力

を
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

東山岡山市消防局長より訓示を
受ける消防白石消防団の皆さん

白
石
消
防
分
団
の
皆
さ
ん
夜
警
ご
苦
労
様
で
し
た

１
月
13
日
㈰
、
９
時
よ
り
六

番
川
水
の
公
園
体
育
館
に
て
平

成
31
年
岡
山
市
消
防
出
初
式
が

消
防
職
員
・
団
員
１
３
５
０
人

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
は
、
互
礼
で
始
ま
り
、

開
式
の
辞
、
国
家
斉
唱
、
黙
祷

と
続
き
、
次
に
、
東
山
幸
生
消

防
局
長
よ
り
『
昨
年
は
全
国
各

地
で
台
風
や
地
震
等
の
事
前
災

害
が
多
発
し
、
多
く
の
方
々
が

犠
牲
と
な
っ
て
い
ま
す
。
岡
山

市
に
お
い
て
も
、
平
成
30
年
7

月
豪
雨
に
よ
り
観
測
史
上
初
と

な
る
大
雨
特
別
刑
法
が
発
令
さ

れ
、
市
内
各
所
で
甚
大
な
被
害

を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
救
急
で
は
、

高
齢
化
社
会
の
進
展
を
背
景
と

し
て
管
内
の
救
急
出
動
件
数
も

増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
救
急
需
要
の
増

加
に
対
応
す
べ
く
、
迅
速
・
的

確
な
情
報
伝
達
や
質
の
高
い
救

命
処
理
を
目
指
し
、
救
命
率
向

上
を
図
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
複
雑
・
大
規
模
化
す
る
災

害
や
社
会
情
勢
に
即
時
対
応
し
、

市
民
の
安
全
で
安
心
な
生
活
を

守
る
た
め
、
現
場
対
応
能
力
及

び
資
機
材
の
充
実
・
強
化
、
更

に
予
防
救
急
の
推
進
な
ど
消
防

防
災
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い

き
ま
す
』
と
式
辞
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

続
い
て
、
大
森
雅
夫
岡
山
市

長
よ
り
『
近
年
全
国
各
地
で
集

中
豪
雨
や
台
風
な
ど
の
自
然
災

害
が
頻
発
し
て
お
り
、
な
か
で

も
、
昨
年
発
生
し
た
７
月
豪
雨

災
害
で
は
、
岡
山
市
に
お
い
て

も
約
７
千
７
百
棟
も
の
甚
大
な

浸
水
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

特
に
、
約
２
千
２
百
棟
の
被
害

を
受
け
た
平
島
地
区
で
は
、
砂

川
の
決
壊
等
に
よ
り
大
人
の
肩

の
高
さ
ま
で
水
位
が
及
び
、
多

数
の
住
民
が
家
に
取
り
残
さ
れ

た
中
、
ひ
と
り
の
死
者
・
行
方

不
明
者
も
出
さ
な
か
っ
た
こ
と

は
不
幸
中
の
幸
い
と
言
え
ま
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
消
防
職
・

団
員
の
適
切
な
救
助
活
動
と
避

難
誘
導
等
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大

き
く
、
市
民
の
生
命
を
守
る
た

め
に
献
身
的
に
活
動
を
行
っ
た

こ
と
に
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表

し
ま
す
。
災
害
に
強
い
岡
山
に

向
け
て
、
自
助
・
共
助
の
推
進

や
浸
水
対
策
、
消
防
救
急
体
制

の
整
備
、
防
災
協
力
体
制
の
強

化
な
ど
に
鋭
意
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
』
と
の
訓
示
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

次
に
、
消
防
団
長
の
挨
拶
が

あ
り
、
続
い
て
、
消
防
職
・
団

員
の
表
彰
、
来
賓
祝
辞
、
来
賓

紹
介
、
受
章
者
謝
辞
、
万
歳
三

唱
と
続
き
、
最
後
に
、
閉
式
の

辞
で
式
典
は
終
わ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
屋
外
（
消
防
ふ
れ
あ

い
広
場
）
行
事
と
し
て
、
は
し

ご
車
の
搭
乗
体
験
、
消
防
車
両

と
消
防
ヘ
リ
の
公
開
、
レ
ス
キ
ュ
ー

隊
に
よ
る
救
助
訓
練
、
応
急
手

当
、
消
火
器
の
取
扱
い
、
ロ
ー

プ
渡
り
等
々
が
行
わ
れ
、
親
子

ず
れ
の
市
民
も
多
数
訪
れ
て
お

り
、
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

ま
た
、
消
防
団
員
に
よ
る
分

列
行
進
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

岡
山
市
出
初
め
式
盛
大
に
開
催
さ
れ
る
！

出発前に普門会長より注意を聞く参加者

寒
い
中
、
巡
回
を
行
い
ま
し
た

花
尻
町
内
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
【

http://townweb.e-okayamacity.jp/hanajiri/

】

出
発
式
に
ご
出
席
い
た
だ
い
た

白
石
分
団
、
西
消
防
署
署
員

1
月
19
日
㈯
、
今
年
初
め

て
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行

い
ま
し
た
。

担
当
は
本
町
・
あ
か
ね
町

の
役
員
と
編
集
委
員
会
で
、

参
加
者
は
き
き
ょ
う
町
役
員

と
編
集
委
員
会
か
ら
11
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
い
つ
も
の
よ
う

に
、
本
町
方
面
と
み
ど
り
町

方
面
と
に
分
か
れ
て
出
発
し

ま
し
た
。
途
中
、
ハ
ン
ド
マ

イ
ク
で
防
犯
や
火
災
予
防
を

訴
え
な
が
ら
見
回
り
を
し
ま

し
た
。

約
30
分
で
集
会
所
に
到
着

し
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆

様
、
寒
い
中
、
ご
苦
労
様
で

し
た
。
尚
、
次
回
は
２
月
16

日
㈯
、
担
当
は
き
き
ょ
う
町

と
編
集
員
会
の
皆
さ
ん
で
す
。

出
発
前
に
普
門
会
長
よ
り
夜
回
り
の

説
明
を
聞
く
子
ど
も
達

巡回から帰って食べるぜんざいの味は格別

岡
山
市
消
防
出
初
め
式
会
場

訓示を述べる
大森雅夫岡山市長

式辞を述べる
東山幸生消防局長

寒い中 町内を夜回りする子ども達

拡
声
器
で
防
犯
を
訴
え
ま
し
た

逢
沢
衆
議
院
議
員
、
波
多

県
議
・
高
原
県
議
が
激
励

に
訪
れ
ま
し
た

巡回に訪れた白石分団員

防
災
訓
練
の
お
知
ら
せ

◎
日
時

平
成
31
年
３
月
16
日
（
土
）

10
時
よ
り

◎
場
所

花
尻
き
き
ょ
う
公
園
及
び
集
会
所

◎
主
催

花
尻
町
内
会

※
三
町
内
会
で
の
開
催
も
検
討
中
で
す

◎
内
容

地
震
・
豪
雨
対
策
の
防
災
訓
練

※
町
内
新
聞
３
月
号
で
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

レスキュー隊の救助訓練

防犯パトロールに出発する参加者の皆さん

今
年
最
初
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
寒
い
中
、
11
名
が
参
加
し
ま
し
た
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平
成
31
年
の
正
月
に
近
隣
の

神
社
の
参
拝
と
後
楽
園
に
鶴
の

放
鳥
を
見
に
を
行
い
ま
し
た
。

元
旦
は
、
午
前
５
時
か
ら
の

元
朝
式
に
出
席
、
帰
っ
て
か
ら

神
道
山
の
初
日
の
出
を
拝
み
に

行
き
ま
し
た
。
日
の
出
が
見
え

る
か
、
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

東
方
の
山
か
ら
き
れ
い
な
初
日

の
出
が
拝
ま
れ
、
そ
の
瞬
間
、

参
拝
者
の
方
々
か
ら
歓
声
が
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

本
殿
横
で
は
名
物
の
大
根
汁
が

振
る
舞
わ
れ
、
長
い
行
列
が
出

来
て
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
後
楽
園
に
行
き
ま

し
た
。
目
的
は
岡
山
城
や
園
内

で
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
放
鳥
で
し

た
。
元
旦
は
無
料
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
多
く
の
見
物
人
が
来

園
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

飼
育
員
の
指
示
に
従
わ
ず
飛
ば

な
く
、
残
念
な
思
い
で
し
た
。

１
月
２
日
に
は
、
黒
住
教
、

吉
備
津
神
社
、
吉
備
津
彦
神
社

を
お
参
り
し
ま
し
た
。
黒
住
教

で
は
獅
子
舞
を
見
学
し
、
縁
起

物
の
獅
子
頭
に
頭
を
噛
ん
で
も

ら
い
ま
し
た
。
ま
た
。
赤
米
の

甘
酒
も
美
味
し
く
頂
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
吉
備
津
神
社
で
は
、

名
物
の
三
味
線
餅
つ
き
を
見
学

し
ま
し
た
。
吉
備
津
神
社
も
多

く
の
参
拝
者
が
訪
れ
、
つ
き
た

て
の
餅
を
試
食
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
神
社
は
受
験
の

神
様
と
し
て
も
有
名
で
あ
り
、

今
年
受
験
さ
れ
る
方
々
も
数
多

く
お
参
り
し
て
い
ま
す
。

次
に
吉
備
津
彦
神
社
を
訪
れ

ま
し
た
。
こ
こ
で
も
獅
子
舞
を

行
っ
て
お
り
、
多
く
の
人
が
見

学
し
て
い
ま
し
た
。

１
月
６
日
に
は
高
松
稲
荷
に

行
き
ま
し
た
。
日
本
三
大
稲
荷

と
い
う
こ
と
も
あ
り
多
く
の
参

拝
者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

今
年
の
運
勢
は
と
言
う
こ
と
で

お
み
く
じ
を
引
い
た
ら
「
大
吉
」

で
し
た
。
ど
の
神
社
で
も
、
今

年
の
平
穏
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。

新
春
Ｇ
Ｇ
大
会
は
、
平
成

31
年
１
月
７
日
㈪
、
吉
備
の

中
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
森
安
喜
美
子
陵
老

連
副
会
長
の
司
会
で
始
ま
り
、

苅
田
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
、

続
い
て
、
分
島
連
町
会
長
、

地
元
議
員
の
挨
拶
を
受
け
た

後
、
新
春
大
会
は
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

参
加
者
は
83
名
、
南
北
２

コ
ー
ス
を
使
っ
て
の
３
ゲ
ー

ム
24
ホ
ー
ル
合
計
で
、
優
勝

を
め
ざ
し
熱
き
戦
い
を
展
開

し
ま
し
た
。

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
は
35
名

が
達
成
。
「
ヤ
ッ
タ
ー
！
、

入
っ
た
！
お
め
で
と
う
！
良

か
っ
た
の
ー
」
大
き
な
歓
声

と
ね
ぎ
ら
い
の
声
か
け
が
、

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
起
こ
り
白

熱
し
た
ゲ
ー
ム
が
展
開
さ
れ

た
大
会
で
し
た
。

各
ク
ラ
ブ
と
も
年
末
年
始

は
練
習
は
休
み
で
し
た
が
、

平
素
の
練
習
の
成
果
を
十
分

発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
こ
の
た
び
は

親
和
会
か
ら
の
上
位
入
賞
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
次
回

で
は
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、

寒
い
中
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。

陵
南
学
区
老
人
ク
ラ
ブ
主
催

新
春
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
盛
大
に
開
催
さ
れ
る

陵
南
学
区
安
全
・
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催

三
世
代
親
睦
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
開
催
さ
れ
る

後楽園でタンチョウの放鳥 1月1日 神道山(黒住教)から見た初日の出

吉備津神社の三味線餅つき 1月2日

花
尻
町
内
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
【

http://townweb.e-okayamacity.jp/hanajiri/

】

12
月
28
日
か
ら
３
日
間
の
夜

警
が
終
わ
っ
た
31
日
、
婦
人
部

を
は
じ
め
４
団
体
16
人
が
参
加

し
て
午
前
８
時
よ
り
集
会
所
の

大
掃
除
を
行
い
ま
し
た
。

女
性
の
皆
さ
ん
は
、
昨
日
ま

で
行
っ
た
年
末
夜
警
の
ゴ
ミ
や

会
議
室
・
和
室
の
整
理
・
整
頓
、

ト
イ
レ
の
掃
除
、
台
所
の
整
理
・

清
掃
、
床
の
掃
除
、
倉
庫
の
片

付
け
等
を
行
い
、
男
性
の
皆
さ

ん
は
、
窓
ふ
き
な
ど
を
担
当
し

て
行
い
ま
し
た
。

約
１
時
間
半
で
大
掃
除
は
終

わ
り
、
集
会
所
は
見
違
え
る
よ

う
に
き
れ
い
に
、
そ
し
て
、
整

頓
さ
れ
ま
し
た
。

多
く
の
ご
み
は
倉
庫
に
入
れ
、

１
月
５
日
㈫
に
出
す
事
と
し
ま

し
た
。
参
加
さ
え
た
皆
さ
ん
、

ご
苦
労
様
で
し
た
。

集
会
所
内
は
女
性
が
担
当

大
晦
日
集
会
所
の
大
清
掃
に
は
婦
人
部
を
は
じ
め
、

愛
育
委
員
会
、
編
集
委
員
会
、
町
内
会
三
役
が
参
加

掃
除
が
終
わ
っ
て
お
茶
タ
イ
ム

寒さにも負けず、グラウンドゴルフ
を楽しむ参加者の皆さん

後楽園・延養亭での筝曲の演奏 1月1日

吉備津神社の初詣 1月2日

神道山で初日の出を待つ参拝者の皆さん

好
天
に
恵
ま
れ
た
昨
年
の

11
月
24
日
㈯
、
学
区
安
全
・

安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催
の

「
三
世
代
親
睦
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
」
が
67
人
が
参

加
し
て
吉
備
の
中
山
ス
ポ
ー

ツ
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
に
続
き
、
競
技
が
始

ま
り
ま
し
た
。
最
初
は
慣
れ

な
い
手
つ
き
で
の
プ
レ
ー
で

し
た
が
、
陵
老
連
会
員
の
方

の
丁
寧
な
指
導
で
子
ど
も
達

は
だ
ん
だ
ん
と
慣
れ
大
人
達

か
ら
「
惜
し
い
」
「
ナ
イ
ス

シ
ョ
ッ
ト
」
の
声
が
聞
こ
え

て
い
ま
し
た
。

三
世
代
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
も
３
回
目
で
あ
り
、
今

年
は
更
に
充
実
し
た
大
会
に

な
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

三世代親睦グラゴル大会の参加者

親
と
子
の
微
笑
ま
し
い
風
景

1
月
12
日
㈯
、
吉
備
公
民

館
に
お
い
て
「
第
12
回
吉
備
・

陵
南
ふ
れ
あ
い
健
康
フ
ェ
ア

（
主
催

吉
備
・
陵
南
い
き
い

き
21
推
進
員
会

会
長

村
上

幸
久
さ
ん
）
」
が
午
前
10
時

よ
り
午
後
２
時
ま
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

吉
備
公
民
館
の
１
階
実
技

室
で
は
、
健
康
チ
ャ
ッ
ク
コ
ー

ナ
ー
や
、
測
っ
て
み
よ
う
コ
ー

ナ
ー
、
や
っ
て
み
よ
う
コ
ー

ナ
ー
、
見
て
・
さ
わ
っ
て
コ
ー

ナ
ー
、
や
っ
て
み
よ
う
コ
ー

ナ
ー
、
足
圧
バ
ラ
ン
ス
測
定

な
ど
が
あ
り
、
中
に
は
長
い

列
が
出
来
て
る
コ
ー
ナ
ー
も

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
村
上

会
長
さ
ん
の
指
導
で
Ｏ
Ｋ
Ａ

Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
市
民
体
操
が
２
回

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
体
操

に
は
仮
面
を
被
っ
た
女
子
大

生
も
体
操
に
参
加
し
、
ま
た
、

コ
ー
ナ
ー
を
手
伝
っ
て
い
ま

し
た
。

２
階
で
は
で
は
１
０
０
円

で
七
草
粥
も
振
る
舞
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

健
康
フ
ェ
ア
も
今
回
で
１

２
回
と
な
、
今
年
は
例
年
よ

り
若
い
人
の
参
加
が
多
か
っ

た
と
の
こ
と
で
し
た
。

吉
備
・
陵
南

会場狭しとOKAYAMA 市民体操

新
春
風
景
あ
れ
こ
れ

賑わう高松稲荷の本殿 1月6日

吉備津彦神社の獅子舞 1月2日

黒住教の獅子舞 1月2日

新春GG大会で選手宣誓を行う森野さん

行列が出来ているのは血管年齢測定

足圧バランス測定コーナー

100円で販売 美味しかった七草粥

貧血予防コーナー ヘモグロビン測定

全身反射測定コーナー


